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両協議会から会長、副会長にお集まりいただき、校名、校章、校歌についてご協議いただきました。

その場で、「1つの学校と 1つの学校が統合して、新しい学校になっていくこと」「新しい学校の場

所は、帯解小学校の現在の場所であること」「それぞれの地域が、それぞれの学校に対して強い思い

を持っておられること」の３つのことをもとに教育委員会より校名等の案をお示ししました。 

  校名…帯解小学校とする。  校章…新しく制定する。  校歌…新しく制定する。 

このことに対して、精華地域の代表者からは、 

・私たちに責任を押し付けているように思う。これで了承したとは言わないでほしい。 

・市教委は楽な方法を選んだ。今の案では納得できない。 

・対等合併をしてもらう。校名が変わる、変わらないで左右されて、7年前に戻るようなことになっ

たら、あかん。これ以上、教育委員会に振り回されたくない。 

・10月 1日の協議で、「Aという名前で承服できない。Bという名前で承服できない。だから、C

という校名の案を出す」ということで、市教委が案を出すとなったのではないか。 

・大きくなったら校名は覚えていても、校歌は覚えていない。一番大事なのは校名だと思う。 

・校名が帯解だったら、誰が見てもそれは吸収合併と見るのではないか。だから、校名を変えないと

いけない。 

などのご意見がありました。帯解地域の代表者からは、「校名は帯解とする、校章、校歌は新しく制

定する」ことに対して特に異論はございません。 

 

 

○11月 10日に開催された両協議会代表による校名、校章、校歌係る協議についての報告をしまし

た。このことを踏まえて、精華地域の協議会では、次のような意見をいただきました。 

・精華地域の思いはどこにあるのか。両地域の中間を取ったら新しい校名ではないのか。 

・案を 1つしか示していない、いくつか出すべきである。 

・誰が見ても帯解に吸収されるように見える。 

・精華帯解地域を包括するような名前にしてほしい。 

・精華地域の思いは、全て新しくしてほしいわけではない。本当なら、精華は全部残してほしい。 

・帯解という今の名前ではだめだという結果が出た。もう一度考えてほしい。精華地域の協議会の案

は帯解精華小学校だ。それを帯解地域に伝えてほしい。 

このような意見をいただいた中で、統合については前向きに進める、校名についての協議の内容を帯

解地域の協議会で伝える、今後の進め方については改めてしめすことを申し上げました。 

 

 

第 5号 

第 5 回協議会が１1月 22日（土）に開催されました。 

第 6回精華地域学校規模適正化検討協議会について(概要) 

11月 10日に開催された両協議会代表による校名、校章、校歌に係る協議について(概要) 



市教育委員会事務局から 

 ・帯解小学校と精華小学校の統合については、来年 4月で進めていくこと 

 ・校名は帯解小学校とする。校章、校歌については、新しく制定すること 

 ・今後の進め方については、改めて示すこと 

 ・精華地域の協議会では、「帯解・精華小学校」という新しい校名の希望があり、協議の継続を了

解いただけるか 

の内容について、示させていただきました。 

 

 

（→市教育委員会事務局からの回答） 

・帯解としてはそのまま進んでほしいが、2歩、3歩と歩み寄りながら進めていきたい。 

・10月 1日の協議で出た「新しい名前にしないと決まらない。」という意見について精華地域の代

表は言及していたが、これは帯解地域の総意ではない。そのことを精華地域に伝えていないのか。 

 →「帯解小学校という校名、校章、校歌は残したい」ということが帯解地域の総意であることを、

精華地域にも伝えています。また、一個人の意見であることも伝えています。 

・前例として、地域の名前を使うというのが市の方針なのであれば、それを精華に言ってほしい。校

章、校歌については、帯解としてもある程度は折れないといけないだろう。 

・市教委として、精華地域がどういう考え方をしているのか把握しているのか。市教委としての認識

を教えてほしい。 

 →校名については帯解小学校という校名が嫌だという事ではなく、帯解小学校に吸収されてしまう

というイメージを持っておられるという認識をしています。 

などの、意見や質問をいただきました。 

会長から、統合は来年 4月に向け進める、校名は帯解小学校とする、校章、校歌は新しく制定する、

校名の継続協議は行わない、の内容を協議会としてまとめていただきました。 

 

 

◆児童の交流について 

第２回交流学習…11月６日(木) ３、４年生が精華小学校へ行き、干し柿作りをしました。 

第３回交流学習…11月 18日(火) １、２年生が精華小学校へ行き、体育の学習を行いました。 

第４回交流学習…12月 15日(月) 精華小学校全校児童が来て、集会活動を行う予定です。 

◆PTA組織の運営に関することについて 

9月 18日、10月 19日、11月 1日に、両校の PTAの役員の皆様にお集まりいただき、統合

後の PTA組織の在り方や会則、会計等について、概ね調整を行うことができました。 

 

訂正とお詫び 

第 4号の記載内容（PTA組織の運営に関することについて）に誤りがありました。正しくは次の

とおりです。ご迷惑をお掛けしましたことをお詫び申し上げます。 

  (誤) 8月 28日に PTA役員の方々と   (正) 8月 22日に PTA役員の方々と 

 

次のご意見やご質問をいただきました。(概要) 

お問い合わせ先 

 奈良市教育委員会事務局教育政策課 

 ℡３４－５３８６ 

第７回学校規模適正化検討協議会は、

の開催日時については、改めて後日お

知らせをさせていただきます。 

統合再編に係る調整が必要な事項の進捗状況について 


